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実験対象として体重 5 乃至 8kgの成犬を用い、 Nembutal (0. 5ml /kg) 静注で全身麻酔を行ない、造
影剤は乳化ヨード化油 (Emp). Popiodol (pp) を主として、また比較の目的で Lipiodol ultrafluide 





2) 胃壁穿刺法: 77頭を対象に29頭は開腹的に胃壁に造影剤を注入する方法で、 48頭は経口的にM
あるいはK針付カテテールを胃ゾンデに装填したものを挿入して胃壁を穿刺する方法で行ない、
注入部位と造影されたリンパ節の種類および造影剤の種類と造影能について検討した。この際12



























2 ) 腹腔内注入では腸間膜、胃、腰部リンパ節など多数のリンパ節が造影され、 Lp が最も鮮明
な像を呈した。
3) 肝、勝内注入では、乳化造影剤を用いた肝門部附近注入例でのみリンパ系の造影が見られた。
4) 胆のう、腸管壁内注入では乳化造影剤使用例でリンパ系が造影された。
5) 総胆管結繋例では肝門部リンパ節の造影が見られた。
6) 胸管閉塞例では乳願書から腹腔内リンパ系への逆流が認められた。
以上の実験結果をもとにして、ファパーガストロスコープを用いて胃リンパ造影を臨床的に応用し
た。
注入に成功した胃癌患者lC刷中、注入直後にリンパ系の造影が認められたものはなかったが、全例
に24乃至48時間後の撮影でリンパ節が淡く造影され、摘出標本でリンパ節内への造影剤の取り込みが
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確認された。腹痛以外に副作用はなかった。
〔総括〕
1 ) 犬の胃むよび周辺臓器リンパ系の解剖をレ線学的に再確認した。
2) 実験的に腹部諸臓器の間接的リンパ造影に成功した。
3) 間接的胃リンパ造影の実験むよび臨床的応用の手技を考察し、造影剤の改良によってその価
値の可能性を示唆した。
論文の審査結果の要旨
腹腔内のリンパ系を造影することは、胃癌や牌癌その他上腹部悪性腫療のリンパ節転移の発見のみ
ならず、腹部諸臓器疾患の診断に寄与することが大きいと考え、犬を用いて実験的に胃および周辺臓
器のリンパ管または節に造影剤を注入する直接的リンパ造影法と、リンパ系以外の間腔、臓器、管腔
内または壁などに造影剤を注入する間接的リンパ造影法を試みた。これらのうちで経口的に施行でき
る胃壁穿刺法に重点、を置き、臨床的応用への可能性を検討した。
実験的に乳化ヨード化油を用いれば腹部諸臓器リンパ系は間接的に可成り鮮明に確実に造影される
ことがわかった。臨床的応用としては Gastrofiberscope を用いた胃リンパ造影を考案したが、被写
体が厚いため像が不鮮明で、あり、気膜造影、断層撮影などである程度この欠点を補うことができると
しても、診断的には不充分である。しかし乳化剤の種類や配合を工夫し、造影剤のヨード含量を高め、
粒子の大きさを泌程度細くし、また注入針を太くして注入を容易にすることなどの改良を行なうなら
ば将来新しい造影診断法として役立つえ考えている。
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